
（
－
～
（
ノ
f
｝
　
り
』
♂
》

も

、い

　
第
一
回
定
例
松
代
町
議
会
は
三
月
九
日
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
お
い
て

議
決
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
2
8
件
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
昭

和
51
年
度
会
計
予
算
で
し
ょ
う
。
そ
の
概
要
を
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

松代町の予算昭和51年度順側o冨午反　　松氏剛のrr昇 、

会　計　名 本年度
予算額

前年度
予算額

増減額
（△印減）

増減率
（△印減） 本年度予算額のうち繰出・繰入金額

一　　　般　　会　　　計 1，265，000 1，080，000 185，000 17．1
口出＝国　五計へ6，605
　　簡易水道会計へ30，473

国民健康保険特別会計 317，223 249，656 67，567 27．1
ロ　＝診療施設会計へ6，900
繰入二一　A言か　砿605

国民健康保険診療施設
、　　別　　　会　　　計 38，897 34，497 4，400 128 繰入＝国保会計から◎900

簡易水道特別会計 444，624 279，808 164，816 58．9 一般会計から30，473

農業共済特別会計 38，995 41，494 △2，499 △6．0

A　　　　　計 2，104，739 1，685，455 419，284 24．9 43，978　　　　　　43，978

重複額（繰出・繰入） 43，978 40，058 3，920 9．8

純　　　　　　　計 2，060，761 1，645，397 415，364 25．2

　
昭
和
五
十
一
年
度

　
　
松
代
町
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
予
算
の
編
成
に
当

っ
て
は
、
国
家
予
算
の
動
向
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
地
方
財
政
の
危
機
的
状
況
と
、

転
換
期
に
立
つ
地
方
財
政
の
現
状
を
認

識
し
、
限
り
あ
る
財
源
の
配
分
を
適
切

に
行
な
い
、
財
政
投
資
の
効
果
が
十
分

発
揮
出
来
る
こ
と
を
主
眼
に
、
健
全
財

政
の
堅
持
を
は
か
り
な
が
ら
町
民
の
行

政
需
要
に
対
す
る
要
望
を
出
来
る
限
り

充
足
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
町
総

合
計
画
及
び
過
疎
計
画
に
基
づ
く
重
点

施
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
一
二
億

六
、
五
〇
〇
万
円
で
前
年
度
に
比
し
て

一
億
八
、
五
〇
〇
万
円
一
七
・
一
％
の

増
加
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
そ
の

目
的
を
十
分
考
慮
し
て
、
事
務
事
業
の

遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
編
成

し
た
結
果
、
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、

事
業
勘
定
が
総
額
三
億
一
、
七
二
二
万

三
千
円
で
前
年
度
に
比
し
て
、
六
、
七

五
六
万
七
千
円
二
七
・
一
％
の
増
加
と

な
り
、
診
療
施
設
勘
定
は
、
三
、
八
八

九
万
七
千
円
で
前
年
度
よ
り
四
四
〇
万

円
一
二
・
八
％
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
会
計
で
は
、
四
億
四
、
四
六

二
万
円
で
前
年
比
一
億
六
、
四
八
一
万

六
千
円
五
八
・
九
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
農
業
共
済
会
計
は
、
三
、
八
九

九
万
五
千
円
で
前
年
度
よ
り
二
四
九
万

九
千
円
六
・
○
％
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
合
算
額
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は
、
一
二
億
四
七
三
万
九
千
円
と
な
り

前
年
度
よ
り
四
億
一
、
九
二
八
万
四
千

円
二
四
・
九
％
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

　
以
下
各
会
計
ご
と
の
要
点
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
一
般
会
計
歳
入
に
つ
い
て

　
ω
　
歳
入
の
約
五
〇
％
を
占
め
る
地

　
　
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
．
五
十
年

　
　
国
調
人
口
の
減
少
が
著
し
い
の
で
、

　
　
算
定
数
値
の
把
握
が
困
難
で
あ
り

　
　
伸
び
率
に
対
す
る
予
測
が
つ
か
み

　
　
難
い
の
で
、
大
巾
な
増
額
を
見
込

　
　
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ω
　
町
税
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得

　
　
の
増
加
、
固
定
資
産
税
の
家
屋
新

　
　
築
分
の
増
加
な
ど
見
込
み
得
る
も

　
　
の
は
大
巾
な
増
額
を
計
上
し
ま
し

　
　
た
。

　
㈹
　
国
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
補

　
　
助
対
象
経
費
の
適
切
な
運
用
を
は

　
　
か
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
が
獲
得
を

　
　
め
ざ
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

　
ω
　
財
産
収
入
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル

　
　
ド
ー
ザ
ー
使
用
料
な
ど
の
実
績
を

　
　
ふ
ま
え
て
予
測
さ
れ
う
る
額
を
計

　
　
上
し
ま
し
た
・

　
㈲
　
町
債
に
つ
い
て
は
、
適
債
事
業

　
　
を
検
討
し
、
こ
れ
が
確
保
に
努
め

　
　
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
㊨
　
以
上
の
諸
点
で
財
源
確
保
に
努

　
　
め
ま
し
た
が
、
な
お
事
業
消
化
の

　
　
た
め
に
は
、
財
源
に
不
足
を
生
ず

　
　
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
基
金
の
取

　
　
り
く
ず
し
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
補

　
　
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
、
一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て

　
ω
　
不
急
の
事
業
は
抑
制
し
ま
し
た
。

　
の
　
物
件
費
、
補
助
費
等
は
そ
の
内

（
　
　
容
を
検
討
し
て
極
力
抑
制
し
ま
し

　
　
た
。

ラ伶
　
人
件
費
の
増
嵩
を
抑
制
す
る
た

　
　
め
、
欠
員
の
補
充
を
行
な
わ
な
い

　
　
こ
と
と
し
、
臨
時
職
員
に
つ
い
て

　
　
は
出
来
る
限
り
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
　
補
助
事
業
の
工
事
雑
費
で
ま
か
な

　
　
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ω
　
町
道
整
備
を
最
重
点
施
策
と
し
・

　
　
前
年
度
に
比
較
し
て
多
額
の
増
額

　
　
を
行
な
い
ま
し
た
。

ラ侮
　
農
林
業
基
盤
整
備
の
た
め
、
国

　
県
補
助
金
に
ょ
る
投
資
的
経
費
を

　
増
額
し
、
圃
場
整
備
、
特
農
事
業
、

　
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
、
林
道
開
設
、

　
舗
装
等
を
計
画
し
ま
し
た
・

ラに
　
老
人
い
こ
い
の
家
の
建
設
を
行

　
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ラσ
　
公
営
住
宅
建
設
事
業
を
ニ
ケ
年

　
で
計
画
し
、
五
十
一
年
度
に
八
戸

　
を
建
設
い
た
し
ま
す
。

ラ侶
　
中
学
校
統
合
事
業
に
つ
い
て
は
、

　
前
年
度
に
引
き
続
き
整
地
事
業
及

　
び
設
計
委
託
費
等
を
計
上
し
ま
し

ー
た
．

伶
除
雪
ロ
ー
タ
リ
i
車
の
購
入
を

　
計
画
し
ま
し
た
。

⑬
　
簡
易
水
道
建
設
を
促
進
す
る
た

　
め
に
必
要
な
繰
出
金
を
計
上
し
ま

　
し
た
。

ω
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
は
・

　
報
酬
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、

　
　
　
答
申
額
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
・

　
　
　
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
含
ま
れ
な

　
　
　
い
非
常
勤
特
別
職
及
び
嘱
託
員
手

　
　
当
等
に
つ
い
て
は
、
概
ね
一
〇
％

　
　
を
目
標
と
し
て
引
上
げ
を
行
な
い

　
　
ま
し
た
。

三
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は

　
　
簡
易
水
道
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

　
五
十
一
年
度
で
完
了
す
る
よ
う
国
●

　
県
へ
要
求
し
て
ゆ
く
た
め
、
こ
れ
に

　
必
要
な
予
算
措
置
を
行
な
い
ま
し
た
・

四
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
つ
い

　
て

　
　
療
養
諸
費
が
三
〇
・
三
％
高
額
医

　
療
費
が
三
七
・
三
％
の
増
加
と
な
る

　
見
込
で
あ
り
、
こ
れ
に
必
要
な
財
源

　
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
を
三
六
・
五

　
％
増
、
一
部
負
担
金
を
二
六
・
五
％

　
増
、
一
般
会
計
及
び
基
金
か
ら
の
繰

　
入
金
を
一
一
・
五
％
増
に
見
込
み
ま

　
し
た
が
、
尚
か
つ
財
源
に
不
足
を
生

　
ず
る
の
で
、
保
険
税
を
一
〇
・
九
％

　
増
額
し
て
一
世
帯
当
り
四
五
、
○
○

　
○
円
の
負
担
を
願
う
こ
と
に
し
ま
し

　
た
。

五
、
農
業
共
済
事
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ラO
　
農
作
物
勘
定
に
お
け
る
共
済
掛

　
金
を
一
〇
％
引
上
げ
て
一
晦
当
り

　
二
二
〇
円
と
し
、
支
払
共
済
金
額

　
も
一
〇
％
引
上
げ
て
一
〇
a
当
り

　
六
一
、
八
○
○
円
（
収
穫
皆
無
）

　
に
し
ま
し
た
。

　⑫
　
蚕
繭
共
済
勘
定
に
つ
い
て
も
掛

　
金
、
支
払
金
と
も
約
一
〇
％
の
増

　
額
に
し
ま
し
た
。

⑬
　
家
畜
共
済
勘
定
に
つ
い
て
は
・

　
五
十
一
年
度
か
ら
中
家
畜
（
豚
）

　
の
共
済
も
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

　
し
た
の
で
、
揖
金
を
四
四
・
五
％

　
増
額
い
た
し
ま
し
た
。
牛
に
つ
い

　
て
は
概
ね
前
年
度
と
大
差
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

ラ＠
業
務
勘
定
に
お
け
る
賦
課
単
価

　
は
、
前
年
度
同
額
に
据
え
お
く
こ

　
と
に
し
ま
し
た
。
尚
こ
の
勘
定
に

　
お
い
て
予
算
が
前
年
度
よ
り
減
少

　
し
た
の
は
防
除
機
購
入
の
三
ケ
年

　
計
画
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も

　
の
で
あ
り
ま
す
。

一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
構
成

凡
例
　
数
字
は
予
算
金
額
　
　
単
位
千
円

　
　
　
（
　
　
）
内
数
字
は
予
算
構
成
比
率
…
…
…
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
1
0
9
7
0
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
’
　
　
　
8
8
6
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
　
　
　
」
5
3
　
8
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
動
　
　
哉
揚
　
　
ム
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
ヨ
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
税
金
料
入
金
金
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
得
咬
数

燈

　　　。B㌃＼
　3　　鉾　脅
　　　ロ。　　呈博　尊　“
9“　　　　　　　　、　ヤ

迄シ灘ぎ／
婚　　10）
」・53’u2・且、

発担金及び負担金
　　　　41，787（3．3環

　　　λ
＼幣¢0・・金（ユ9》

歳　　入　　合　　計

　　1，265，000

＼（…。・）」地方交付税

纏
附
越
収

　
通
用

地
自
交
使
財
寄
繰
諸

8
9
0
8
1

8
3
5
3
3

5
マ
O
J
J

亀
1
名
9
4

2
，

費
費
費
費
費

　
　
旧

　
　
エ
　
ね

議
労
商
館
予

錫
630，000

　　　　（4弘8）

土　木　費

　　284，013

（22．52

　
　
》

　
　
β

φ
．
　
　
　
い

Ψ　
　
声

ツ
　
　
ロ
　
サ

“
〆
㌔

噸
　
衛

　
噛

歳　出　合　計

　　　1265，000

　
の

　
　ぼ6

　
　
働
、

財
々
巧

o，

　
％

5
　
脅
7

　
褒
　
　
費
砿
　
碕

　
　
　
　
2

　
　
　
　
2
　
　
Ω

　
　
　
青
畑

　
　
　
教

伊oo切

総　務　費
　’49，417

　　ωの

民　生　費

　　　163，777

　　　　　‘1勿

農林乗費
　　247。403

　　　　　　（196



（3）

一般会計主要建設事業予算

所管課 事　業　名 事　業　内　容 事業費

総
務
課

消防施設整備事　業

小型動力ポンプ　　　　　2台
　－千円

2，178
消火栓ボックス　　　　27基 2，565
防　火　水槽　　　　　1基 2，000
簡易水道消火栓工事（繰出金） 13，733

社
会
課

老人いこいの家建設事業 木造2階建　1棟　　　342㎡ 30，000

公衆便所建設事業 鉄筋コンクリート 2，000
簡易水道建設事業繰出金 16，740

産
　
　
業
　
　
課

農業生産基盤整備事業

団体営圃場整備2ケ所7．5ha．35，676
地すぺり関連圃場整備　5．5ha 55，900
県単圃場整備　　　　　6　h　a 22，100
町単圃場整備　　　　14ケ所 5，000
町単農道整備　　　　　　3線 10，000
農免農道整備 5，500

特定農山村振興特別対策事業 共同畜舎建設　　　　　1ケ所 11，230
集落開発センター建設事業 木造2階建　1棟　　　184㎡ 14，024

林　業　振　興　事　業
林　道　開　設　　　　　1線 33，570
林　道　舗　装　　　　　1線 5，730
町行　造　林　　　　5ha 1，246

建
　
　
設
　
　
課

町　道　改　良　事　業 3線：L：949mW：4．0～6ρm 47，600
町　道　舗　装　事　業 8線：L：1，875mW：3．6～5．5m 43，640
町　道　改　修　事　業 6線：L：992mW：3．6～5．5m 31，520

橋　梁　架　替　事　業 　　L：10mW：4．Om1橋
　　取付道　90m 13，400

除　雪　機　械　購　入 除雪ロータリー車　　　　1台 16，500

公営住宅建設事業 クレハブ住宅　　　　　　8棟 42，400
国県道工事負担　金 15，000

教
育
委
員
会

危険物貯蔵施設建設事業 貯蔵タンク　　　　　　2ケ所 2，000

統合中学校建設事業

整　地　工　事 9，000
道路　工　事 7，200
ボーリング 3，000
用地買収費 1，200
設計委託料外 8，300

歳
出

　
一
般
会
計
主
要
経
費
予
算

　
　
　
　
（
主
要
建
設
事
業
を
除
く
）

克
雪
対
策
費
　
一
、
三
二
八
万
円

社
会
福
祉
費
　
　
　
八
一
二
万
円

老
人
福
祉
費
　
四
、
三
六
一
万
円

児
童
福
祉
費
　
六
、
○
〇
六
万
円

衛
生
予
防
費
　
一
、
五
一
四
万
円

衛
生
清
掃
費
　
一
、
一
八
六
万
円

出
稼
対
策
費
　
　
　
七
五
六
万
円

道
路
管
理
費
　
一
、
六
五
〇
万
円

建
設
機
械
運
営
費

　
　
　
　
　
　
一
、
六
〇
三
万
円

常
備
消
防
費
（
広
域
消
防
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
二
、
八
九
八
万
円

消
防
団
運
営
費
一
、
一
二
二
万
円

学
校
管
理
費

　
　
　
　
一
億
一
、
一
七
二
万
円

公
債
費
　
　
　
七
、
〇
五
〇
万
円

一般会計歳出性質別予算の割合
幽一般会計………地方税・地方譲与税・自動車取得税交付金

　　　　　　　・地方交付税繰越金と、繰入金・諸収入・
　　　　　　　財産収入の一部である。
園特定財源………分担金及び負担金・使用料及び手数料・国

　　　　　　　県支出金・町債と、繰入金・諸収入・財産
　　　　　　　収入の一部である。
凡例　数字は予算金額　単位：千円

　　（　）内数字は予算構成比率…………％
　　　　千万円・〃　　窄　　　夕　　　〃　　”　　　”　　ク　　タ　　　　　　　　　　　タ　　　　　慶　　　　　　ρ

　　　1　2　3　4　5　6　7　8　9　1像円　　2　　3　　4　　5ρ
　　　　　　　　　　　　　1．5　　　　2．5　　　　3．5　　　　4．5

人　件　　費 265P893 ・21，0

物　　件　　費 185β19 κ，7

維持補修費 溺・硝　（£9，

扶　　助　　費 釦，％7 （48，

補　　助　　費 99，’62 （7』，

公　　債　　費 70，497 （56，

普通会饗協設費 鋤，6’4 銀5，

　軌溜（猷7♪

　　　　　ドぴロじリロじり　リロ　りじつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ37〃8　　（2，9，　　　　　　：受託事叢費　　1・0‘Ol

　　　　　i出資金及貸付金　　　2，3781
　　　　41積立金6，6σ1　1噸56（1．1）く「＝』二P　　　　　，
　　　　　・　ピ．．．鎮．．一瑠．．一魍’．i

画□

㎜
斎

そ　の　佗

園一般財源［ニコ僻定財源



（4）

　　国保特別会計予算
事業勘定

歳　　　　入 歳　　　　出
款 予算額千 款 予算額千

国民健康保険税 63，001 総　　務　　費 10，859

一部負担金 51，805 保険給付費 283，050
使用料及手数料 1 保険施設費 6，668

国庫支出金 181，836 基本積立金 1，140
県　支　出　金 268 公　　債　　費 200
財　産　収　入 1，035 諸　支　出　金 6，936
繰　　入　　金 15，605 予　　備　　費 8，370
繰　　越　　金 3，000
諸　　収　　入 672

合　　　計 317，223 合　　　計 317，223

圃　
国
保
事
業
勘
定

　
特
別
会
計
主
要
経
費
予
算

人
件
費
　
　
　
　
　
一
、
四
八
二
万
円

療
養
給
付
費
　
二
億
六
、
三
五
四
万
円

高
額
療
養
費
　
　
　
一
、
四
四
二
万
円

診
療
施
設
特
別
会
計
繰
出
六
九
〇
万
円

診
療
施
設
特
別
会
計
主
要
経
費
予
算

人
件
費
　
　
　
　
　
一
、
九
三
五
万
円

医
薬
品
衛
生
材
料
費
一
、
三
四
四
万
円

簡易水道事業特別会計予算
歳　　　　入 歳　　　　出
款 予算額柵 款 予算額千円

分担金及負担金 32，040 総　　務　　費 13，405
使用料及手数料 25，572 事　　業　　費 401，297
国庫支出金 144，840 公　　債　　費 29，922
財　産　収　入 100
繰　　入　　金 30，473
繰　　越　　金 1，499
諸　　収　　入 300
町　　　　　債 209，800

合　　　計 444，624 合　　　計 444，624

　
　
設

　
　
施

　
　
療

　
　
診

圃　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
主
要
経
費
予
算

歳　　　　入 歳　　　　出
款 予算額 款 予算額

診　療　収　入 31，154 総　　務　　費 22，172
使用料及手数料 91 医　　業　　費 13，748

国庫支出金 1 施設整備費 977
県　支　出　金 400 予　　備　　費 2，000

財　産収　入 150
繰　　入　　金 6，900
繰　　越　　金 200
諸　　収　　入 1

合　　　計 38，897 合　　　計 38，897

人
件
費

簡
易
水
道
建
設
費

　
　
　
　
　
四
億
○
、

一
般
管
理
費

公
債
費
　
　
　
　
　
二
、

六
五
九
万
円

一
三
〇
万
円

六
八
一
万
円

九
九
二
万
円

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

（
歳
入
歳
出
と
も
に
）

農
作
物
共
済
勘
定

　
　
　
　
　
一
、
八
四
八
万
八
千
円

蚕
繭
共
済
勘
定
　
　
三
九
万
五
千
円

家
畜
共
済
勘
定
　
三
三
八
万
六
千
円

業
務
勘
定
　
一
、
六
七
二
万
六
千
円

合
　
計
　
　
三
、
八
九
九
万
五
千
円

事
業
予
定
量

幽
水
稲

　
引
受
戸
数
　
　
一
、
四
九
五
戸

　
〃
面
積
　
　
　
　
八
九
八
㎞

　
支
払
共
済
金
額
（
収
穫
皆
無
）

　
　
1
0
a
当
　
六
万
一
、
八
○
○
円

幽
蚕
繭

　
掃
立
戸
数
　
　
　
　
　
七
六
戸

　
〃
箱
数
　
　
　
　
二
八
○
箱

　
支
払
共
済
金
額
（
収
穫
皆
無
）

　
　
一
箱
当
り

　
　
　
春
蚕
　
二
万
七
、
○
○
○
円

　
　
　
秋
蚕
　
二
万
四
、
○
○
○
円

団
家
畜

　
引
受
頭
数
三
五
〇
頭

　
　
　
　
牛
三
二
〇
頭

　
　
　
　
豚
　
三
〇
頭

　
支
払
共
済
金
額
（
平
均
）

　
　
一
頭
当
り
牛
二
〇
万
円

　
　
　
〃
　
　
　
豚
　
　
五
万
円

　
町
議
会
議
員
常
任
委
員
会

　
　
新
し
い
構
成
が
決
り
ま
し
た

　
三
月
定
例
議
会
で
町
議
会
議
員
常
任

委
員
会
の
新
し
い
所
属
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
構
成
は
名

簿
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
委
員
の
任

期
は
一
ケ
年
で
す
。

　
　
　
◎
印
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　　　　○◎

市関石柳若小

川谷野　井堺

璋太英庄博盛

次平二一弥一

社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
◎
小
野
島

　　　○
小柳小村小

堺　山山堺

建
設
常
任
委
員
会

又政政義長正

七喜一郎平守

　　　○◎

柳秋井関中

　山上谷村

茂智政達俊

雄義喜治正

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　　　○◎

村柳室柳富

山　岡　沢

寿晴忠幸恭
平

次二俊雄松



三
月
九
日

招
集

松
代
町
議
会
第
］
回
定
例
会
か
ら

議
第
1
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
7

　
　
号
。
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
△
一
、

　
　
六
八
五
万
七
千
円
を
減
額
。
主
な

　
　
も
の
「
歳
入
」
町
税
五
七
〇
万
円

　
　
．
地
方
譲
与
税
一
、
量
ハ
三
万
円
・
自

　
　
動
車
取
得
税
交
付
金
三
六
〇
万
円

　
　
分
担
金
及
び
負
担
金
一
九
五
万
円

　
　
．
国
庫
支
出
金
二
五
九
万
円
・
財

　
　
産
収
入
一
九
一
万
円
を
増
額
、
県

　
　
支
出
金
△
八
三
六
万
円
・
繰
入
金

　
　
△
二
、
七
〇
〇
万
円
・
町
債
△
二

　
　
〇
〇
万
円
を
減
額
。
　
「
歳
出
」
電

　
　
子
リ
コ
ピ
ー
購
入
九
〇
万
円
・
町

　
　
政
要
覧
印
刷

五
〇
万
円
・

町
有
施
設
積

立
金
一
四
四

万
円
・
老
人

憩
の
家
設
計

費
一
〇
〇
万

円
・
町
管
内

地
図
作
成
三

九
〇
万
円
・

消
防
団
員
法

被
購
入
一
二

九
万
円
を
増

額
、
正
月
帰

省
バ
ス
借
上

料
△
一
七
八

万
円
・
県
単

農
業
生
産
基

盤
整
備
事
業

費
△
五
〇
〇

万
円
・
地
す

べ
り
関
連
圃

春の全国交通安全運動はじまる

期
間

　
　
額
、
予
備
費
△
七
三
三
万
円
を
減

　
　
額
。
）

議
第
3
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
補
正
予
算
第
3
号
。
　
（
歳
入
歳
出

　
　
そ
れ
ぞ
れ
△
四
、
五
八
二
万
三
千

　
　
円
を
減
額
。
主
な
も
の
、
「
歳
入
」

　
　
分
担
金
及
び
負
担
金
九
一
〇
万
円

　
　
．
使
用
料
及
び
手
数
料
三
九
六
万

　
　
円
を
増
額
、
国
庫
支
出
金
△
二
、

　
　
八
六
〇
万
円
・
繰
入
金
△
四
三
二

　
　
万
円
・
町
債
△
二
、
六
一
〇
万
円

　
　
を
減
額
。
　
「
歳
出
」
水
道
建
設
費

　
　
△
四
、
五
一
五
万
円
・
起
債
償
還

四
月
六
目
（
火
）

～
四
月
＋
吾
（
木
）
＋
目
間

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、

運
転
者
、
運
転
者
の
雇
主

そ
の
他
陸
上
交
通
に
関
係

あ
る
す
べ
て
の
者
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を

図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
な

う
も
の
で
す
。

　
県
下
の
交
通
事
故
は
雪

消
え
と
と
も
に
増
勢
の
傾

向
を
し
め
し
、
な
か
で
も

死
亡
事
故
の
発
生
が
目
立

ち
三
月
に
入
っ
て
八
件
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

一
月
十
九
日
弥
彦
線
踏
切

　
　
安
要
員
な
ど
、
三
六
の
非
常
勤
特

　
　
別
職
の
報
酬
を
お
お
む
ね
十
％
を

　
　
目
標
に
引
上
げ
た
も
の
。
）

議
第
6
号
　
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与

　
　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
四

　
　
月
一
日
か
ら
施
行
、
月
額
、
町
長

　
　
二
八
万
五
千
円
・
助
役
二
二
万
六

　
　
千
円
・
収
入
役
一
二
万
三
千
円
に

　
　
改
正
。
）

議
第
7
号
　
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
8
号
　
町
教
育
長
の
給
与
及
び
勤

　
　
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
　
て
。
　
（
四
月
一
日
か
ら
施
行
、
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
月
額
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
万
四
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
正
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
議
第
9
号
　
町
営

で
電
車
と
衝
突
し
た
事
故
の
運
転
者
も

先
日
死
体
で
み
つ
か
り
交
通
事
故
に
ょ

る
死
者
は
本
年
に
な
っ
て
三
一
人
と
な

り
ま
し
た
。
陽
気
が
よ
く
な
る
と
車
の

量
も
増
え
、
人
も
屋
外
で
の
活
動
が
活

発
と
な
り
ま
す
。
歩
く
人
も
車
を
運
転

す
る
人
も
、
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
交
通
事
故
の
防
止

に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

◎
母
親
の
皆
さ
ん
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

が
目
の
前
で
死
亡
す
る
事
故
が
あ
り
ま

す
。
こ
ど
も
を
同
伴
す
る
お
と
な
達
は
、

こ
ど
も
の
手
を
し
っ
か
り
握
る
な
ど
常

に
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
車
の
運
転
者
も
周
囲
の
安
全
を
確
か

め
て
発
進
す
る
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
場
整
備
事
業
△
三
七
九
万
円
・
林

　
　
業
振
興
費
△
一
二
七
万
円
・
水
道

　
　
会
計
（
消
火
栓
工
事
費
）
繰
出
金

　
　
△
四
三
二
万
円
・
災
害
復
旧
関
係

　
　
△
四
三
一
万
円
・
起
債
償
還
利
子

　
　
△
三
〇
〇
万
円
を
減
額
。
）

議
第
2
号
　
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
第
3
号
。
　
（
事
業
勘
定
歳
入
歳
出

　
　
そ
れ
ぞ
れ
二
、
二
五
二
万
六
千
円

　
　
を
、
診
療
施
設
勘
定
歳
入
歳
出
そ

　
　
れ
ぞ
れ
三
〇
万
円
を
増
額
。
主
な

　
　
も
の
、
　
「
歳
入
」
一
部
負
担
金
二

　
　
八
三
万
円
・
国
庫
支
出
金
一
、
八

　
　
四
五
万
円
を
増
額
。
　
「
歳
出
」
保

　
　
険
給
付
費
二
、
九
六
四
万
円
を
増

　
　
金
利
子
△
六
七
万
円
を
減
額
。
）

議
第
4
号
　
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

　
　
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
い
て
。
　
（
報
酬
改
正
、
四
月
一
日

　
　
か
ら
施
行
。
月
額
、
議
長
七
万
三

　
　
千
円
・
副
議
長
五
万
八
千
円
・
議

　
　
員
五
万
円
に
改
正
。
）

議
第
5
号
　
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

　
　
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
（
監
査
委
員
・
農
業
委
員
・
教
育

　
　
委
員
．
消
防
関
係
委
員
（
団
員
）

　
　
．
選
挙
管
理
委
員
・
冬
期
集
落
保

　
　
造
営
物
及
び

　
　
土
地
使
用
料

　
　
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定

　
　
に
つ
い
て
。

　
　
（
略
）

議
第
1
0
号
　
国
民

　
　
健
康
保
険
事

　
　
業
運
営
基
金

　
　
の
設
置
管
理

　
　
等
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定

　
　
に
つ
い
て
。

　
　
（
略
）

議
第
n
号
　
町
立

　
　
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
1
2
号
　
町
集
落
開
発
施
設
等
の
設

　
　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
い
て
。
　
（
集
落
開
発
施
設
に
峠
集

　
　
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を
、
四
月
一
日

　
　
か
ら
加
え
る
も
の
。
）

議
第
1
3
号
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
　
て
。
　
（
加
入
者
負
担
共
済
掛
金
の

　
　
納
入
期
限
に
つ
い
て
、
水
稲
第
一

　
　
期
六
月
三
十
日
第
二
期
七
月
三
十

　
　
一
日
で
あ
っ
た
も
の
を
、
水
稲
七

　
　
月
三
十
一
日
に
改
正
。
）
次
頁
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



議
第
1
4
号
　
町
農
業
共
済
事
業
の
賦
課

　
　
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定
に
つ
い

　
　
て
。
　
（
五
十
一
年
度
の
賦
課
額
及

　
　
び
賦
課
単
価
を
次
の
と
お
り
定
め

　
　
た
も
の
。
）

　
一
、
事
務
費
賦
課
額
七
六
万
九
千
円

　
二
、
賦
課
単
価

L
水
稲
共
済
割
1
0
ア
ー
ル
当
り
6
0
円

2
蚕
繭
　
〃
　
1
箱
当
り
5
0
円

3
家
畜
　
〃
　
大
家
畜
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
円

　
　
　
　
　
　
一
頭
当
り
2

　
　
　
　
　
　
中
家
畜
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
円

　
　
　
　
　
　
一
頭
当
り
－

生
均
等
割
一
人
当
り
　
　
o
o
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

f
米
来
来
来
来
米
来
来
来
来
米
来
来
来
来
来
来
来
来
米
ー

　
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
言
葉
だ
が

こ
の
こ
と
は
作
物
栽
培
の
要
件
で
も
あ

り
ま
す
。

　
い
づ
れ
の
作
物
で
も
そ
う
だ
が
、
と

く
に
水
稲
の
場
合
は
昔
か
ら

「
稲
は
地
力
で
作
り
麦
は
肥
料
で
作
れ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
盤
と
い

う
か
、
地
力
の
培
養
が
先
決
で
あ
り
ま

す
。

　
最
近
さ
か
ん
に
「
土
作
り
」
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
稲
の
場
合
に
は
、
収
量

の
七
割
く
ら
い
は
地
力
で
生
産
さ
れ
る

の
で
、
増
収
の
た
め
に
も
、
ま
た
安
定

生
産
の
面
か
ら
も
地
力
づ
く
り
が
最
も

大
切
で
す
。

　
し
か
し
当
地
方
の
よ
う
な
湿
田
は
、

平
場
地
帯
の
乾
田
と
は
異
る
の
で
、
生

ワ
ラ
と
か
未
熟
堆
肥
は
、
害
が
あ
っ
て

も
効
果
は
な
く
、
有
機
質
の
補
給
は
あ

し
た
方
が
一
時
的
に
は
有
利
の
よ
う
だ

が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
は
り

こ
こ
で
皆
に
敬
遠
さ
れ
る
米
を
作
っ
て

評
判
を
お
と
す
よ
り
、
当
面
は
若
干
不

利
で
も
我
慢
し
て
、
新
潟
米
の
看
板
を

は
ず
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
農
作
物
は
総
て
土
地
・

資
本
（
鞄
）
労
力
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
最
近
の
農
業

生
産
は
過
剰
投
資
と
言
わ
れ
る
く
ら
い

資
本
が
多
く
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
鞄
の
内
容
も
た
だ
単
に
金
銭
や

物
財
だ
け
で
な
く
、
技
術
面
で
の
資
本

が
最
も
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
地
方

の
生
産
性
が
低
い
の
は
、
耕
地
条
件
が

不
良
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
や
は
り
技

術
水
準
の
差
も
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
以
前
松
代
町
で
水
稲
増
収
共
進
会
を

＼
地
盤
ノ
看
板
＼
鞄
7

く
ま
で
完
熟
堆
肥
の
施
用
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
堆
肥
の
施
用
は
、
畦
畔
雑
草
の

刈
取
り
や
、
不
用
稲
ワ
ラ
の
処
理
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
耕
地
の
環
境
衛
生
の

面
か
ら
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
次
に
看
板
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
食

糧
事
情
や
、
近
年
の
異
常
気
象
か
ら
食

糧
増
産
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
な
が
ら

も
、
国
内
で
は
昨
年
来
「
余
り
米
｝
対

策
で
窮
々
と
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
は
や
は
り
米
も
商
品
で
あ

る
以
上
、
消
費
者
か
ら
喜
ば
れ
る
代
表

銘
柄
米
と
い
う
か
、
新
潟
県
の
看
板
で

あ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
越
路
早
生
を
大
量

に
出
荷
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
新

潟
米
の
声
価
は
下
る
一
方
で
し
ょ
う
。

　
農
家
の
経
済
的
な
面
か
ら
見
れ
ば
、

作
り
易
い
収
量
性
の
高
い
品
種
を
栽
培

開
催
し
た
際
に
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

七
八
○
キ
ロ
（
十
三
俵
）
以
上
生
産
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
町
の
平
均
収

量
の
二
倍
近
い
収
量
を
挙
げ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
近
年
米
の
生
産
調
整
や
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ
り
、
生
産

意
欲
が
減
退
し
、
技
術
面
の
研
究
が
殆

ん
ど
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
予
測
さ

れ
て
い
る
異
常
気
象
や
、
低
温
化
の
傾

向
を
考
え
る
と
き
、
従
来
の
よ
う
な
惰

性
的
な
農
法
で
は
手
痛
い
打
撃
を
受
け

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
の
見
直
し
論
が
な
さ
れ
る
中
で
、

今
後
の
農
業
生
産
を
高
め
る
た
め
に
は

こ
の
三
者
を
有
機
的
に
組
合
せ
な
け
れ

ば
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
松
代
農
業
改
良
普
及
所

　
　
　
　
　
若
　
月
　
佐
治
郎

（6）

議
第
1
5
号
　
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　
　
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

　
　
　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
（
略
）

議
第
1
6
号
　
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
　
（
略
）

議
第
1
7
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
　
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更

　
　
に
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
1
8
号
　
松
代
町
総
合
計
画
基
本
構

　
　
想
の
改
訂
に
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
1
9
号
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
　
　
（
下
山
・
居
村
線
、
小
屋
丸
地
内

　
　
二
三
七
m
〔
巾
4
m
〕
を
認
定
ψ

議
第
2
0
号
～
2
3
号
　
昭
和
五
十
一
年
度

　
　
　
．
一
般
会
計
、
国
保
特
別
会
計
、

　
　
簡
易
水
道
特
別
会
計
、
農
業
共
済

　
　
事
業
特
別
会
計
、
予
算
。
　
（
別
掲

　
　
の
と
お
り
。
）

議
第
2
4
号
　
諏
訪
峠
・
寺
田
辺
地
に
係

　
　
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

　
　
て
。
　
（
辺
地
道
路
・
橋
梁
等
の
整

　
　
備
で
、
将
来
学
校
統
合
の
場
合
の

　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
可
能
、
集

　
　
落
再
編
の
基
盤
と
な
る
通
勤
耕
作

　
　
の
条
件
、
冬
期
雪
上
車
の
運
行
、

　
　
日
常
生
活
の
安
定
な
ど
を
目
的
に

　
　
行
な
う
も
の
。
）

議
第
2
5
号
　
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
　
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い

　
　
て
。
　
（
鈴
木
周
平
氏
…
…
大
字
松

　
　
代
を
任
命
す
る
同
意
を
得
た
も
の

　
　
。
）

議
第
2
6
号
　
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
い
て
。
　
（
略
）

議
第
2
7
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
8

　
　
号
。
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
、

　
　
八
八
四
万
九
千
円
を
増
額
。
　
主

　
　
な
も
の
、
　
「
歳
入
」
地
方
交
付
税

　
　
五
、
一
二
四
万
九
千
円
・
町
債
七

　
　
六
〇
万
円
。
　
「
歳
出
」
基
金
積
立

　
　
六
、
四
〇
〇
万
円
増
額
、
予
備
費

　
　
△
五
一
五
万
円
減
額
。
）

議
第
2
8
号
　
町
職
員
の
育
児
休
業
に
係

　
　
る
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
に
つ
い
て
。
　
（
略
）



老
人
医
療
費

と

は
二コ
口
、

号つ

てが
旺
、
、
、
　
　
　
●
料
　 ・

な　●
　　●
の　・
わ、　●

　
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
七
十

才
以
上
の
老
人
医
療
費
の
公
費
負
担
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
し
て
、
老
人
の
方
々

が
比
較
的
容
易
に
医
療
を
受
け
や
す
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
老
人
の
方
々
は
非

常
に
喜
ば
れ
年
々
利
用
者
が
増
え
て
来

て
お
り
ま
す
。
一
方
医
療
費
も
年
々
増

大
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
医
療
費
の
無
料
化
と
言
わ
れ

て
い
る
老
人
医
療
費
が
果
し
て
無
料
な

の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
の
仕
組

を
国
民
健
康
保
険
の
場
合
を
例
に
と
っ

老人医療無料化の仕組

（医療費が10万円かかった場合）

て
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
帯
主
の
負
担
も
多
く
な
る

　
図
表
は
老
人
医
療
費
が
十
万
円
か
か

っ
た
場
合
の
負
担
区
分
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

　
普
通
は
、
国
保
七
十
％
、
本
人
が
三

十
彩
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
医
療
費
の
場
合
は
、
本
人
が
出

す
三
十
彩
を
国
が
六
分
の
四
、
県
と
町

が
六
分
の
一
ず
つ
出
す
こ
と
に
よ
っ
て

本
人
の
負
担
分
を
な
く
し
て
い
ま
す
。

　轡
　⑤亀
攣誌潤灘
鍵づ論

網　畢

円
噛
顧
急

象濫鮭醐

癖
総
ψ
鮎
）

　
　
匂
　
　
便
R
d

　
　
　
寮
レ
薫
藪

／収葦ノ

　
　
％
歩
灘

係
（
出

　
　
　
　
　
乙
・

ゆ＼

簡

す
な
わ
ち
、
本
人

に
か
わ
っ
て
国
と

県
と
町
が
そ
の
分

を
出
し
て
お
り
本

人
が
出
さ
な
い
で

済
む
の
で
無
料
だ

と
言
わ
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
一
見
た

だ
の
よ
う
に
思
え

る
の
で
す
が
、
そ

の
ほ
か
に
国
保
が

出
す
七
十
彩
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
七

十
彩
の
中
味
は
、
国
が
四
十
彩
、
一
般

家
庭
の
世
帯
主
か
ら
保
険
税
と
し
て
納

め
て
も
ら
う
の
が
二
十
三
彩
あ
り
ま
す
。

　
図
表
で
は
、
医
療
費
の
総
額
が
十
万

円
の
場
合
、
保
険
税
か
ら
二
万
三
千
円

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
医

療
費
の
総
額
が
二
倍
の
二
十
万
円
か
か

っ
た
場
合
は
、
保
険
税
か
ら
出
す
分
も

二
倍
の
四
万
六
千
円
に
な
り
ま
す
。
医

療
費
が
三
倍
に
な
れ
ば
、
保
険
税
の
分

も
三
倍
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
老
人
医
療
費
は
、
医
療

を
受
け
る
人
が
多
く
な
っ
て
医
療
費
の

総
額
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
一
般

家
庭
か
ら
納
め
て
も
ら
う
保
険
税
も
多

く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
医
療
費
の
場
合
は
、
一
部
負
担

金
と
し
て
本
人
が
お
金
を
出
さ
な
い
で

済
む
の
で
一
見
無
料
に
思
え
ま
す
が
、

そ
の
実
は
、
保
険
税
と
し
て
一
般
家
庭

か
ら
納
め
て
も
ら
う
分
が
あ
り
ま
す
の

で
、
決
し
て
た
だ
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
か
と
思
い

ま
す
Q

　
し
か
も
医
療
費
が
多
く
な
れ
ば
多
く

な
る
に
し
た
が
っ
て
、
皆
さ
ん
の
家
の

世
帯
主
の
負
担
も
多
く
な
る
と
い
う
こ

と
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
か
と
思
い

ま
す
。

　　フツソぶくぶくうがい

効果がこんなに出ました

中
学
生
は
○
、

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
容
具
及
び
薬
品
は
、
町
予
算
で
購
入

し
配
布
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
負
担
は

全
然
な
く
、
町
当
局
の
熱
意
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
末
の

　
松
代
町
で
は
、
保
育
所

及
び
小
中
学
校
全
児
童
生

徒
が
、
弗
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

水
溶
液
の
含
徽
法
に
よ
る

虫
歯
予
防
事
業
を
行
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容

及
び
効
果
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
松
代
、
蒲
生
、
室
野
の

三
保
育
園
は
四
十
九
年
七

月
か
ら
実
施
し
、
十
四
の

小
中
学
校
は
五
十
年
六
月

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
弗
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃

度
は
、
小
学
生
以
下
は
○
、

〇
五
彩
で
週
五
日
実
施
、

　
二
彩
溶
液
で
週
一
日
法

計
量
は
、
学
校
薬
剤
士
に
依
頼
し
て
い

ま
す
◎

　
我
が
校
の
う
が
い
法
は
、
児
童
数
が

少
な
い
の
で
、
資
料
室
の
一
隅
に
用
具

を
置
き
、
水
呑
場
を
使
用
し
て
、
全
校

児
童
が
、
小
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
給
食
終
了
後
に
歯
み
が

き
を
や
り
、
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て

か
ら
、
う
が
い
を
一
分
間
や
り
、
そ
の

後
四
十
分
間
は
水
呑
み
を
禁
じ
て
い
ま

す
。
．

　
四
十
九
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
一
年

生
は
、
九
ケ
月
間
う
が
い
を
続
け
て
い

る
の
で
、
そ
の
効
果
の
有
無
を
調
査
し

て
み
ま
し
た
。
調
べ
た
事
は
、
保
育
園

の
あ
る
三
地
区
の
、
小
学
校
二
年
生
の

一
年
生
当
時
に
お
け
る
永
久
歯
の
虫
歯

罹
患
状
態
と
の
比
較
で
す
。

　
フ
ッ
ソ
う
が
い
の
効
果
は
、
う
が
い

開
始
以
後
に
萌
出
し
た
歯
に
顕
著
で
あ

る
と
実
施
校
で
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

我
が
町
で
も
同
じ
結
果
が
み
ら
れ
ま
し

＜うがい効果＞

項
　
　
　
目

検
査
人
員

永
久
歯
本
数

永久う歯

本う
数歯 ％

一しう保
年てが育
生きい園
　たをで

52 226 4 1．76

年年なう
生度いが
　入四い
　学十を
一九し

69 413 30 7．26

た
。
う
が
い
を
始
め
て
、
日
が
浅
い
の

で
、
全
学
年
に
亘
っ
て
、
調
査
の
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
人
が
一
生
の
間
使
う
大
切
な
、
永
久

歯
の
萌
出
す
る
小
中
学
校
で
、
う
が
い

を
継
続
し
て
、
虫
歯
の
発
生
防
止
を
す

る
こ
と
は
、
子
供
達
の
、
一
生
涯
の
幸

せ
に
続
く
も
の
と
信
じ
、
は
げ
ま
し
の

言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
　
（
蒲
生
小
学
校
　
山
岸
ハ
ル
ノ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ

　
　
脳
卒
中

四
、
便
所
で
の
注
意

⑧
前
月
号
の
続
き

・
心
臓
病
の
発
作
予
防

　
便
通
を
す
る
の
に
イ
キ
ミ
ま
す
。

イ
キ
ム
と
い
う
こ
と
は
、
腹
圧
を
か
け

る
こ
と
で
、
腹
の
血
管
が
圧
迫
さ
れ
血

圧
が
上
り
ま
す
。

　
高
血
圧
の
方
は
、
日
本
式
の
便
器
の

上
に
西
洋
式
の
腰
か
け
を
と
り
つ
け
る

の
も
一
つ
の
工
夫
で
す
。
ま
た
便
秘
を

さ
け
る
よ
う
に
毎
日
き
ま
っ
た
時
間
に

便
所
に
ゆ
く
習
慣
を
つ
け
、
野
菜
、
果

物
な
ど
せ
ん
い
の
多
い
も
の
を
と
る
な

ど
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

玉
、
肥
る
こ
と
は
危
険

　
中
年
に
な
っ
て
肥
る
こ
と
は
健
康
の

赤
信
号
で
す
。
　
「
ベ
ル
ト
が
伸
び
れ
ば

寿
命
が
ち
ぢ
む
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
肥
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
い
て

い
脂
肪
肥
り
で
す
が
、
そ
の
中
へ
血
液

を
送
る
た
め
に
心
臓
は
よ
ほ
ど
強
い
力

で
血
液
を
押
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
つ
ま
り
高
血
圧
で
、
心

臓
の
筋
肉
は
つ
か
れ
、
つ
い
に
は
体
全

体
が
く
た
び
れ
て
き
ま
す
。

　
肥
満
を
さ
け
る
た
め
に
第
一
に
米
な

ど
の
糖
質
の
た
べ
す
ぎ
を
さ
け
る
こ
と

で
す
。
体
重
を
時
々
計
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
標
準
体
重
は
「
身
長
1
5
0

×
O
、
九
」
の
前
後
十
彩
で
す
。

六
、
充
分
の
睡
眠
と
休
養
を

　
血
圧
の
高
い
人
に
と
っ
て
過
労
は
禁

物
で
す
。

　
ど
ん
な
疲
労
回
復
法
も
睡
眠
に
ま
さ

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
を
充
分

と
れ
ば
疲
れ
を
明
日
に
も
ち
こ
す
こ
と

は
病
人
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

　
夜
眠
れ
な
い
人
は
、

　
イ
、
寝
る
前
の
お
茶
を
の
む
こ
と
、

　
　
大
食
を
や
め
る
。

　
ロ
、
寝
具
は
な
る
べ
く
軽
い
も
の
を

　
ハ
、
眠
れ
な
く
て
も
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず

　
　
自
然
に
ま
か
す
。

　
二
、
ど
う
し
て
も
眠
れ
な
い
時
は
、

　
　
お
医
者
さ
ん
に
受
診
す
る
。

七
、
酒

　
酒
の
み
に
脳
卒
中
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
、
酒
を
の
み
始
め
た
時
点
で

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
血
管
を
拡
張
さ
せ

る
作
用
が
あ
り
ま
す
の
で
血
圧
は
下
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
ア
ル
コ
ー
ル
が
ま
わ
り
は
じ

め
、
お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
り
、
動
作

が
活
発
に
な
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
す
る
と
心
身
の
安
静
が
と
れ
な
く

な
り
血
圧
が
上
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
夜
お
そ
く
ま
で
飲
む
と
か
、

ハ
シ
ゴ
酒
、
暴
食
な
ど
不
摂
生
に
な
り

勝
ち
で
す
。
飲
酒
後
に
脳
卒
中
が
多
い

の
は
こ
ん
な
に
悪
条
件
の
重
な
り
が
あ

る
た
め
で
す
。

　
上
手
な
お
酒
の
飲
み
方

家
で
落
ち
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
飲
む
と
き

は
、
外
で
や
る
よ
う
な
緊
張
感
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
酒
ま
わ
り
が
よ
く
少
量
で

す
み
ま
す
。
ま
た
眠
く
な
れ
ば
、
す
ぐ

床
に
入
れ
ま
す
の
で
寒
い
目
を
し
な
い

で
も
す
み
ま
す
。

　
第
二
に
あ
な
た
の
適
量
が
お
銚
子
一

本
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
本
以
上
は

い
け
な
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
量
が
ふ
え
る
程
よ
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
一
本
を
ゆ
っ
く
り
落
ち
つ
い
て
お
の

み
下
さ
い
。

八
、
タ
バ
コ

　
タ
バ
コ
は
高
血
圧
や
心
臓
の
悪
い
人

に
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ニ

コ
チ
ン
が
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
作
用
が

あ
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
肺
ガ
ン
と
も
深
い
関
係
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
く
吸
う
程
多

く
吸
う
程
、
肺
ガ
ン
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
で
き
た
ら
や
め
た
い
の
で
す
が
、
や

め
ら
れ
な
い
人
は
、
な
る
べ
く
深
く
吸

い
こ
ま
な
い
よ
う
に
し
て
、
ニ
コ
チ
ン

の
吸
収
を
少
く
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し

よ
う
。

九
、
食
生
活
に
つ
い
て

　
健
康
の
も
と
は
食
生
活
で
す
。
成
人

病
予
防
の
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
は

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
塩
分
の
制

限
で
す
◎

　
バ
ラ
ン
ス
食
に
つ
い
て
は
、
今
年
の

一
月
号
の
公
報
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
。

　
う
す
味
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九
年

九
月
と
十
二
月
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
今
回
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

（8）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

二
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

ご
け
つ
こ
ん
潟

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

小
堺
伸
一
・
中
村
民
江
　
蓬
平
　
孫
甚

襲砦　
　
　
　
父
直
孝
　
　
　
田
野
倉

斎
藤
智
恵
子
　
　
　
　
二
女

　
　
　
　
母
す
み
江
　
　
和
左
工
門

小
堺
千
春

若
井
春
彦

沖
園
　
康
晃

米
持

牧
田

父
義
雄

母
俊
子

父
岩
男

母
ミ
ッ
イ

父
洋
行

母
ヨ
シ
子

山
賀
早
江
子
母
か
ず
子

賢
父
熊
夫

　
　
母
菊
江

義
記
父
信
輝

　
　
母
保
代

　
　
父
啓
司

室山茂小
岡本野堺

シ藤ヨつ
ゲ策イる

小
堺
久
治
郎

関
谷
　
リ
イ

井
上
　
利
義

柳
福
太
郎

相
沢
総
一
郎

佐
藤
　
ハ
ル

村
山
福
治

柳
　
　
熊
吉

長
女
蒲
生
平
八

八
七
才

八
七
才

七
五
才

八
八
才

七
五
才

八
四
才

七
九
才

七
七
才

四
二
才

七
八
才

八
八
才

四
四
才

二
男
蓬
平
十
二
様

二
男
松
代
東
建
設

長
男
室
野
た
ぜ
ん

二
男
峠
桂
口

長
女
池
之
畑
泉
や

蒲仙犬清儀
生納伏水明

万
五
郎

茂
院

宮
下

隠
居

六
林
上

松
代
か
ん
す
け

室菅松寺
野刈代田

東
家

お
ば
さ

杉
根

竹
屋

室
野
中
あ
ん
ど

奈
良
立
下
か
じ
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職員の異動がありました

付で町役場職員の人事異動が行

さまと、仕事の上でいろいろ

と思いますので、その移動を
します。

　
　
　
。
な
る
た

場
日
す
み
あ
い

役
1
ま
の
が
せ

町
月
れ
民
係
ら

　
　
4
わ
町
関
知

　
　
　
な
　
　
と
お

　
　
　
嵐

　
　
　
　
“
　
　
願

　
　
　
　
爬
熊
　
乏
’
‘

　
　
　
　
ド
も
さ

支
芸
襲

　
儀
明
老
友
会
二
月
作
品

　
　
　
　
　
　
上
野
先
生
選

冬
の
夜
　
長
さ
を
知
ら
ぬ
　
糸
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
久

お
書
初
め
　
と
き
め
く
筆
を

　
　
　
　
　
　
と
り
に
け
り
谷
桜

ど
か
雪
に
　
下
り
て
堀
り
出
す

　
　
　
　
　
　
屋
根
も
あ
り
陽
　
一

庭
の
柿
　
今
は
カ
ラ
ス
の
　
飼
と
り
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
山

降
っ
た
な
あ
俺
よ
り
高
い

　
　
　
　
　
　
屋
根
の
雪
　
源
氏
山

星
と
り
や
　
頭
の
中
の
　
枝
く
ら
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真

小
正
月
　
お
供
え
も
ち
の

　
　
　
　
　
　
お
取
り
替
え
太
陽

お
正
月
　
活
け
た
寒
菊
　
一
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
う
さ
ぎ

今
日
も
雪
　
ま
た
今
日
も
雪

　
　
　
　
　
　
降
り
続
く
『
雪
男

初
場
所
や
　
ひ
い
き
相
撲
で

　
　
　
　
　
　
星
お
と
し
　
中
原
谷

み
そ
さ
ざ
い
　
吹
雪
に
お
わ
れ

　
　
　
　
　
　
軒
の
下
　
　
姫
椿

節
分
の
　
豆
ま
き
老
は
　
二
日
が
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
吉

雪
お
ろ
し
　
家
に
い
る
の
も

　
　
　
　
　
　
気
が
ね
な
り
千
代
山

シ
ク
ラ
メ
ン
　
買
っ
て
来
て
か
ら

　
　
　
　
　
　
も
う
三
月
信
勝

豪
雪
も
　
天
気
続
き
で
　
い
ず
こ
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
木
屋

旧任課 氏　名 新任課

総　務　課 樋口　良平 社　会　課

税　務　課 柳　ハルエ 社　会　課
社　会　課 高野　悦子 税　務　課

社　会　課 相沢　　守 総　務　課

社　会　課 武田　芳夫 産　業　課

産　業　課 相沢　幸一 社　会　課

室野診療所 山岸トシ子 松代保育園

室野保育園 本山　絹江 松代保育園
蒲生　〃 関谷　慶子 同　上
松代　〃 柳　ミネ子 蒲生保育園
松代　〃 西潟　定子 室野保育園
（兼務発令）

総　務　課 関谷　政和 企画調整係、兼務

建　設　課 松永　　勝 〃

産　業　課 斉木　　勉 〃

〃 山賀　八郎 〃

幾
歳
も
　
重
ね
る
福
は
内
　
鬼
は
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
　
作

節
分
や
　
早
く
見
た
い
や
　
福
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
円
坊

年
男
　
鬼
を
払
っ
て
　
福
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
野

夜
明
け
か
と
　
見
れ
ば
名
月

　
　
　
　
　
　
窓
照
ら
す
　
無
名
代

寒
梅
の
　
開
き
初
め
て
　
小
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
、
　
カ

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
他
石
先
生
選

　
　
2
月
4
目
於
・
公
明
居

戸
を
放
ち
深
雪
の
外
へ
鬼
や
ら
い

牛
舎
の
灯
か
す
か
に
洩
れ
し
深
雪
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

高
田
か
ら
雪
の
室
野
に
雪
見
ん
と

ね
ん
ご
ろ
に
雪
除
け
頼
み
旅
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

登
校
の
児
童
の
行
列
風
花
す

地
吹
雪
の
港
の
駅
の
薄
灯
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

雪
堀
り
の
樋
に
も
撒
か
れ
追
な
豆

立
春
の
除
雪
車
に
あ
る
月
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

雨
や
が
て
雪
に
変
り
て
湯
宿
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

雪
し
ま
く
中
に
葬
儀
の
使
い
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

竹
ざ
お
が
立
ち
並
ぶ
道
旬
師
と
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
　
水

今
日
も
ま
た
雪
降
り
暗
み
明
け
や
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
て
集
金
屋

　
　
　
　
　
来
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

冬
の
夜
や
停
電
ラ
ン
プ
も
ち
出
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

春
の
防
犯

犯
罪
や
事
故
を
防
止
し
ま
し
よ
う

　
春
先
は
犯
罪
や
事
故
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
特
に
い
そ
が
し
く
な
り

留
守
に
し
た
り
老
人
や
子
供
を
残
し
て

外
に
出
る
日
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
と
な
り
近
所
み
ん
な
で
注
意
し
合
い

犯
罪
・
事
故
防
止
を
心
が
け
無
難
に
す

ご
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ろ
ぽ
う
の
被
害
防
止

○
　
寝
る
と
き
、
外
出
す
る
時
は
カ
ギ

　
を
忘
れ
ず
に
。

○
　
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
は
、
な
る

　
べ
く
家
に
お
か
な
い
。

○
　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
同

　
志
の
た
の
み
合
い
を
。

○
　
も
し
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
警

　
察
に
届
け
る
。

子
ど
も
の
水
死
・
火
あ
そ
ぴ
防
止

○
　
子
も
り
を
す
る
と
き
は
、
子
供
か

　
ら
目
を
離
さ
な
い
。

○
　
附
近
の
用
水
・
小
川
・
池
な
ど
、

　
危
険
な
場
所
に
は
予
防
措
置
を
。

○
　
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

　
も
を
見
か
け
た
ら
一
声
注
意
し
て
や

　
め
さ
せ
る
。

○
　
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、
子
ど

　
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
お
く
。

松代町（農業協同組合）の

　　　　　　電話番号について

　先に送付しましたr松代町電話帳、50

音別、補正版」中、松代町（農業協同組

合）の電話番号が誤っておりましたので

深くお詫び申し上げます。電話をおかけ

の際は、ご注意ください。

○松代町儂協）7－2202㈹誤りの電話番号
　　　　　　　7－2002㈹正しい電話番号
　　　　　　　　　　（松代電報電話局）
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検
察
審
査
会
の
ご
利
用
を
〃

　
皆
さ
ん
の
な
か
で
、
交
通
事
故
、
詐

欺
、
お
ど
し
な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ

っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
、
あ
る
い
は
選
挙
違
反
や
汚
職
な

ど
社
会
の
耳
目
を
ひ
い
た
重
大
な
事
件

を
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の
は
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
。
…
…
こ
ん
な
不

満
を
も
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
う
い
う
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会

が
あ
り
ま
す
。

〈
検
察
審
査
会
と
は
〉

　
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
広
く
国
民
の

中
か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の

検
察
審
査
員
が
、
い
わ
ば
民
間
人
を
代

表
し
て
検
察
官
の
仕
事
の
や
り
方
を
審

査
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
検
察
審
査

員
は
六
ケ
月
ご
と
に
交
替
し
ま
す
の
で

、
あ
な
た
も
い
つ
か
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
検
察
審
査
会
は
、
十
一
人
の
検
察
審

査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
の
一
人
が
欠
け
て
も
会
議
を
開

き
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
検
察
審

査
員
が
や
め
た
り
、
出
席
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に
備
え
て
、
こ
れ
と
同
数
の

補
充
員
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

〈
し
ろ
う
と
で
構
成
し
た
ね
ら
い
〉

　
検
察
審
査
会
は
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
広
く
社
会
の
各
方
面
か
ら
選
ば
れ

た
、
し
か
も
法
律
実
務
に
つ
い
て
は
、

「
し
ろ
う
と
」
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
検
察
官
の
仕
事
の
や

り
方
に
、
い
ろ
い
ろ
な
階
層
の
国
民
の

声
を
反
映
さ
せ
て
、
法
律
の
専
問
家
が

お
ち
い
り
や
す
い
、
ひ
と
り
よ
が
り
を

是
正
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
目

的
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
毎
年

一
月
「
く
じ
」
で
選
挙
人
名
簿
の
中
か

ら
候
補
者
を
選
び
、
さ
ら
に
検
察
審
査

会
事
務
局
で
候
補
者
の
中
か
ら
検
察
審

査
員
と
補
充
員
を
選
び
ま
す
が
、
選
ば

れ
た
人
は
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
く
ん
で

、
進
ん
で
そ
の
任
務
に
つ
か
れ
る
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
へ
の
、
相
談
や
申
立
て

の
手
続
に
つ
い
て
は
左
記
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
記

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
電
話
　
上
越
局
（
〇
二
五
五
）

　
　
　
　
　
　
二
四
1
五
一
六
〇
番

　
　
　
郵
便
番
号
　
九
四
三

三
月
二
十
四
日
午
後
二
時
よ
り

電
話
が
自
動
化
（
ダ
イ
ヤ
ル
）
に

　
　
　
な
り
ま
し
た
。

▲
電
話
番
号
が
変
り
ま
し
た
。

　
新
ら
し
い
電
話
帳
で
確
認
し
て
く
だ

　
さ
い
。
　
（
局
番
7
も
忘
れ
ず
に
）

　
利
用
度
の
高
い
所
は
あ
ら
か
じ
め
、

　
ダ
イ
ヤ
ル
メ
モ
を
作
っ
て
お
く
と
便

　
利
で
す
。

▲
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
で
全
国
に

　
た
だ
し
地
集
（
農
集
）
は
除
く
。

　
自
動
化
さ
れ
て
な
い
局
i
松
之
山
・

　
大
島
・
菱
里
・
菖
蒲
な
ど
は
相
手
局

　
の
交
換
に
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

▲
通
話
料
金
は
時
分
制
で
す
。

q
牧
村
を
除
く
郡
内
は
三
分
ご
と
に
7

　
円
で
す
1
市
内
通
話
も
三
分
ご
と
に

　
7
円
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
（
地
集
は
除
く
）

②
上
越
・
柏
崎
・
十
日
町
・
飯
山
区
城

　
に
8
0
秒
ご
と
に
7
円
で
す
。

侶
そ
の
他
は
距
離
に
よ
っ
て
7
円
で
話

　
せ
る
秒
数
が
変
り
ま
す
。

　
　
例
・
新
潟
　
一
〇
秒

　
　
　
　
東
京
　
　
六
、
五
秒

※
た
だ
し
一
〇
〇
番
通
話
（
地
集
も
含

　
む
）
は
違
っ
て
き
ま
す
。

▲
電
話
に
関
す
る
事
務
が
変
り
ま
し
た

　
松
代
・
室
野
の
郵
便
局
で
取
扱
っ
て

　
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
松
代
電
報

　
電
話
局
に
移
り
ま
し
た
。

　
電
話
　
七
1
二
二
〇
〇
に
ど
う
ぞ

　
　
　
　
来
　
　
　
　
来
　
　
　
　
・
米

　
　
電
話
の
か
け
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
電
話
番
号
は
よ
く
確
か
め
る
。

②
発
信
音
ツ
ー
ン
を
確
か
め
た
ら
す
ぐ

　
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

③
ダ
イ
ヤ
ル
は
正
し
く
休
ま
ず
に

④
す
ぐ
に
音
、
ツ
ー
ツ
ー
ツ
ー
が
で
な

　
く
と
も
、
そ
の
ま
ま
で
。

⑤
相
手
が
で
る
ま
で
し
ば
ら
く
待
つ
。

⑥
話
し
中
な
ら
3
分
～
5
分
待
っ
て
か

　
ら
か
け
な
お
す
。

電
話
の
か
け
か
た

　
単
独
電
話
の
か
け
方

　
共
同
電
話
の
か
け
方

　
地
域
集
団
電
話
（
農
集
）
の
か
け
方

そ
れ
ぞ
れ
の
か
け
方
は
、
少
し
ず
つ
違

い
ま
す
か
ら
新
ら
し
い
松
代
局
の
電
話

帳
の
黄
色
の
ぺ
ー
ジ
を
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
　
　
・
米
　
　
　
来
　
　
　
　
米

電
話
の
移
転
や
、
工
事
の
お
申
し
込

み
は
、
お
早
く

　
電
話
の
工
事
は
申
し
込
み
順
に
行
っ

て
い
ま
す
。
　
「
い
ま
す
ぐ
」
と
言
わ
れ

て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
十
分
な
余
裕
を
み
て
、
早
目

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
別
付
加
金
を
つ
け
ま
す

　
　
二
十
四
年
五
月
以
前
の
保
険

　
郵
政
省
は
昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前

に
加
入
さ
れ
た
簡
易
保
険
契
約
に
つ
い

て
お
客
さ
ま
か
ら
お
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
は
特
別
付
加
金
を
加
え
て
保
険
金

の
繰
り
上
げ
支
払
い
（
い
わ
ゆ
る
特
別

措
置
）
を
い
た
し
ま
す
。

　
取
扱
い
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
受
け
つ
け
す
る
期
間

　
q
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前

　
に
加
入
さ
れ
た
契
約
は
本
年
一
月
一

　
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

　
②
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
加

　
入
さ
れ
た
契
約
は
本
年
七
月
一
日
か

　
ら
三
年
間
で
す
。

二
、
支
払
い
の
内
容

　
契
約
保
険
金
に
申
し
出
時
ま
で
の
配

　
当
金
（
剰
余
金
）
及
び
特
別
付
加
金

　
を
加
え
て
お
支
払
い
し
ま
す
。
な
お

　
特
別
付
加
金
は
一
件
平
均
三
千
円
と

　
な
り
ま
す
。

広
報

　つ　ま
　つ
　だ
出い
稼一
先を
へ1

　
こ
の
広
報
を
読
み
終
っ
た
ら
、
ふ
る

さ
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
待
ち
わ
び
る
、
出

稼
先
の
夫
や
父
や
子
へ
送
っ
て
上
げ
て

下
さ
い
。


